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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、ベトナムの刺繍産業クラスターに注目し、企業間ネットワークを介
して企業の輸出活動が他企業へどのように影響するのか（以下、輸出の波及効果）を検証することである。研究
期間中に、複数回に渡り同産業クラスターの同一の生産者を対象に、業績や輸出活動、生産性、生産委託企業、
買い手について調査した。今後、この調査を使用しサプライチェーンネットワークを調べて、輸出の波及効果を
検証する。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to examine the export spillover effect through 
firms’ networks, focusing on Vietnamese embroidery industrial clusters. In the research period, we 
surveyed identical embroidery producers twice. In the survey, we asked about firms’ performance, 
exporting activities, productivity, outsourcing firms, and buyers. In the future, we will construct 
firms’ networks based on the supply chain and investigate the effects of export spillover. 

研究分野： 開発経済学

キーワード： 輸出の波及効果　　ネットワーク

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
先進国のみながら新興国においても、輸出を促進させるため様々な政策が実施されている。エジプトのカーペッ
ト産業の生産者を対象に行った経済実験に基づいた研究によると、企業が輸出を開始すること、輸出業者からの
技術指導により生産者は生産性を高める効果がある。しかし、企業の輸出行動がその企業とつながりを持ってい
る企業に対してどのような影響を与えるかについてはよくわかっていない。そこで、本研究の目的は、企業間ネ
ットワークを介して企業の輸出行動が他の企業に対してどのように波及するのかを検証することで、輸出の社会
的便益を正確に評価し、最適な貿易政策の立案・実施に貢献することである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

エジプトのカーペット産業の生産者を対象とした経済実験によると、先進国へ輸出を

する機会を提供することにより、先進国の輸出仲介業者から生産者に対する技術指導によ

りカーペットの生産者の生産性や製品の品質が向上し、先進国の消費者が好むカーペット

のデザインへ一新されることが明らかになった。輸出を始めることで、その企業の生産性及

び品質が向上するならば、その企業とつながりのある他企業は輸出を始めた企業から海外

の消費者が好むようなデザイン、輸出に関する情報、品質を高めるための生産方法などを学

習し、企業の生産性や業績、輸出行動を変えるかもしれない。これまで、企業の輸出行動が

同一産業内または同地域内の他企業に対して正の波及効果があることが明らかにされてい

るが、企業の輸出行動が、その企業とつながりを持つ他の企業に対してどのような波及効果

があるのかについてはまだよくわかっていない。 
 
２．研究の目的 

本研究の目的は、企業間ネットワークを介した輸出活動の波及効果を定量的に検証す

ることで、企業の輸出活動における社会的便益を正確に評価し、より最適な貿易政策の立案

や実施に貢献することである。  
 
３．研究の方法 

企業間ネットワークを介した輸出活動の波及効果の検証のために、本研究では、ベトナ

ムのハノイ周辺の刺繍産業クラスターの同一の刺繍生産企業に対して、調査を複数回実施

した。調査では、経営者に対して基本的な企業活動に関する情報（売上、労働者数、輸出行

動）、産業クラスター内の企業間ネットワークとしてビジネスに関する情報を交換している

企業、親族関係でつながっている企業、生産を委託した企業と企業が生産した刺繍を購入し

た企業に関して質問をしている。 
まず、企業調査で収集した刺繍の生産を委託している企業と刺繍を購入した企業の情

報を使用して、対象の刺繍産業クラスター内の各調査時期における企業間のサプライチェ

ーンネットワークを構築し、各企業と直接的もしくは間接的につながっている企業と特定

化する。次に、輸出行動が増加した企業と減少した企業を特定化し、これらの企業と直接的

もしくは間接的につながっている企業の業績や生産性がこれらの企業とつながっていない

企業の業績や生産性と比較してどのように変化していったのかを計量経済学的な手法に基

づいて検証することで、輸出の企業間ネットワークを介した波及効果を解析する。  
ただし、輸出をしていない企業から委託を受けて刺繍の生産をしている企業に比べる

と、輸出をしている企業から委託を受けて刺繍を生産している企業は業績や生産性がそも

そも高い可能性がある。そこで、本研究では、企業間のネットワークを介した輸出の波及効

果を推定する際に、各企業の時間を通じて変わらない影響を企業の固定効果を取り入れる

ことで、こうした分析上の問題へ対処を試みる。  
 
４．研究成果 

まず、本研究では企業が輸出を開始することが同じクラスターの他の企業に対してど

のような波及効果があるのかを理論的な分析を行った。多数の村が存在し、各々の村に刺

繍企業が村内の労働者を雇用して生産している理論モデルを構築した。理論モデルでは、

１．労働者は同じ村内にある企業に雇用され、他の村の企業には雇用されない、２．企業



は企業間ネットワークを通して、生産性や品質に関する外部性がある、と仮定している。

このとき、ある企業が先進国向けに輸出を始めると、その村の労働需要が増加し、賃金が

増加することが分かった。そして、輸出を行っていない別の企業の労働需要には以下の二

つの効果があることが分かった。一つ目は、生産性や品質に関する外部性が直接、その企

業の労働需要を増加させる効果である。二つ目は、村内の他の企業が生産を増やすことで

村内の労働者の賃金が増加し、労働需要を減らす効果である。この理論的な結果から、ベ

トナムの刺繍産業では、一つ目の効果と二つ目の効果のどちらが大きいのか、企業の外部

性はどの程度の大きさなのか、という二つの問題に対して実証研究を行う必要があること

が分かった。 
次に、上記の企業調査と対象企業に対するインタビュー調査により、ベトナムハノイ周

辺の刺繍産業クラスターには、各村に従業員数の数が多い数社の企業（以下、大企業）と

多数の零細企業（ほとんどが刺繍職人個人によって経営され、従業員数は本人のみのこ

とが多い）が混在していることがわかった。大企業の刺繍の生産は、3 つの方法で行わ

れている。 
 
① ⾃社で雇⽤している刺繍職⼈を使って⽣産するケース 
② 村内の零細企業に⽣産を委託するケース 
③ 別の村に点在する管理者と呼ばれる零細企業に⽣産を委託するケース  

 
大企業は需要が多いときに③の生産方法を選択し、別の村の管理者は、①や②の方法で

刺繍を生産そして大企業に製品を納品する。大企業が③の生産方法を採用する理由は、

自身で他の村の刺繍職人に対して直接生産を委託する場合よりも、管理者に委託する方

が取引費用を抑えられるためである。そのため、各産業クラスターのサプライチェーン

ネットワークを調べると、図１に示した星のような計上をしていることが明らかとなっ

た。これは、中心にいる企業は管理者であり、管理者は他の村の大企業から生産を受注

して、それを同じ村の零細企業に委託していることを示している。  
 

 
図１. 対象の村のサプライチェーンネットワーク 
（点は企業で、線は買い手と生産者の関係） 

 
上記のサプライチェーンネットワークは大企業の輸出の増減はサプライチェーン

を介して他の村の刺繍生産者に対して波及する可能性を示唆している。しかしながら、



この可能性や上記の理論的な予測の検証は、二回目の企業調査が 2024 年 3 月末に終わ

り、検証のための時間がなかったため、検証できていない。今後、収集した企業調査を

使用し、計量経済学的な手法に基づいて企業間ネットワークを介した輸出の波及効果を

検証し、その結果を学術論文にまとめ、国際学術雑誌での出版を目指す。  
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